
小規模な溝工事での労働災害を防止する新技術
― スピードガード ―

日本スピードショア㈱　事業推進部　菊田 亮一

　人々の生活を支える電力線や通信線、ガス管、
上下水道などのライフラインが地中に張り巡らさ
れていますが、これらを埋設するために行われる
のが溝掘削工事です。この工事は新設のみではな
く古くなった既設物の更新や、さらに震災などの
自然災害による災害復旧でも行われます。
　通常の溝掘削工事では写真１のような土止め支
保工が設けられ、先のガイドラインではその設置
後に作業者は溝に入るよう（先行設置を）求めて
います。

　1.5m未満の浅い溝掘削工事における労働災害の
防止を目的に「スピードガード」（写真２）を開発
しました。

　地面を溝状に掘削するいわゆる溝掘削工事では土砂の生き埋めとなる労災事故が後を絶ちません。
2003 年の 12 月に策定された「土止め先行工法に関するガイドライン」（基発第 1217001 号）によ
り掘削深さ 1.5m 以上での死傷災害は大幅に減少しましたが 1.5m 未満では依然多く発生しています。
当社では独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所（安衛研）と共同でその防止対策
を研究し「スピードガード」を開発しました。スピードガードは小規模な溝工事での労働災害防止に
焦点を当てた新技術であり、従来の「土止め支保工」とは異なる保護手段です。

浅い溝工事にも危険が！ 土止めではなく「土砂遮断」という新技術

　しかしながら、実際の工事では様々な問題に直
面します。例えば、別の管が錯綜して埋設されて
いるケースです。既設物を傷つけないよう注意が
必要で、時に土止め支保工設置前の溝内に入るこ
ともあるようです。また、1.5m未満の浅い掘削で
はそもそも土止め支保工の設置が計画されていな
いケースが多いのです。
　また、土砂崩壊による労働災害には、掘削後し
ばらく経って崩壊し、被災したケースがあります。
すなわち、崩壊までの時間差が判断を誤らせるの
です。地盤は鉄やコンクリートなどの人工的な材
料と異なって強度的な不確実性が高く、安定して
いるように見えても崩壊に備えることが必要です。
　そこで私どもは簡易かつほぼ確実に作業者を土
砂の生き埋めからまもる技術を考案１）しました。

写真１　土止め支保工

写真２　スピードガード

写真３　スピードガード使用時

　スピードガードは「土止め」ではなく「土砂遮
断」という新たな発想から生まれた技術です。具
体的には崩壊した際に作業者の生存空間を確保す
る小型軽量な機材です。
　従来の土止め支保工は崩壊を発生させない（変
位ゼロ）強固な構造を備える反面、その設置に労
力を要する問題がありました。一方、スピードガ
ードは作業者を被災させないことに性能が特化さ
れています。これは崩土を作用外力とし、若干の
変位を許容する仕様に改めたことで構造を小型軽
量なものとできました。２）

　また、土止め支保工のように掘削した溝壁のす
べてを補強するのではなく、作業者周辺のみを保
護しつつ移動可能なものとすること（写真３）で
効率的な安全対策を実現しました。
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全面広告

　スピードガードは、軽量なアルミ合金製の一対
の「Xフレーム」とそれらを繋ぐ 4本の「梁」、そ
して「受圧シート」から成るシンプルな構造です。
Xフレームは中心から下方にやや偏心した位置で
回転可能に結合されています。これにより、溝内
に吊り下ろしたフレームは重力によって半自動的
に開口する組立不要な機構を備えます。
　Ｘフレームの側面には高強度な受圧シートが帆
を張るように位置します。このシートが崩土を受
け止めて内部に生存空間を確保しますので、Ｘフ
レームと受圧シートに囲まれた中で作業していれ
ば人に危害はほとんど及ばなくなっています。

　スピードガードは日本スピードショア㈱より好
評発売中です。また、レンタル・リースでのご利
用も承っております。ご購入前のデモ使用のご相
談につきましても、お気軽にお問い合わせください。
（https://speedshore.co.jp/）
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適用溝深さ 1.5m未満
適 用 溝 幅 0.8～1.1m
機 材 延 長 1.4m
機 材 高 さ 1.2～1.4m
質 量 18kg
材 質 フレーム：アルミ合金

シート：ポリプロピレン繊維

　スピードガードの開発にあたっては崩土に抵抗
するメカニズムと構造的な必要強度の検証が不可
欠です。そのため実大規模の模型地盤を崩壊させ
てスピードガードに衝突させる実験３）を行いまし
た。さらに、1/n の小型模型による遠心模型実験
も行って地盤内部の変形や溝深さの違いによる遮
断性能を確認しました４）。
　図１は実大実験の様子です。スピードガードが
崩壊土砂を遮断して内部に生存空間が残されてい
ます。また、崩土を受圧した際に生じた張力は X
フレームが開くように働き、溝壁を補強する効果
も確認されました。このように Xフレームに生じ
た曲げモーメントや受圧シートの張力を計測して、
構造と強度を最適化しました５）。図２は遠心模型実
験装置と模型地盤の様子です。深さ 1.5mを基準
に異なる深さと幅の溝モデルで崩壊を再現し、土
砂遮断の性能を確認しました。

Ｑ１　どのような工事で使うの？
Ａ１　�深さ 1.5m 未満の溝工事で使うものです。

一見、溝壁が崩壊するおそれがないように
見えても「もしも」に備えましょう。なお、
崩壊のおそれがある場合は必ず「土止め支
保工」を使用してください。

Ｑ２　矢板や切梁が無くて大丈夫なの？
Ａ２　�大丈夫です。両側面に配置した高強度なシ

ートが崩土をしっかり受け止めます。受圧
すると少し内側に膨らみますが生存空間は
残るように設計されています。また、崩土
がシートに衝突すると、その反作用で Xフ
レームは開くように回転して梁が強く外側
に張り出す構造になっています。

Ｑ３　簡単に使えるの？
Ａ３　�溝の中に吊り下ろすだけで簡単にお使いい

ただけます。Ｘフレームは重力で半自動的
に開くため溝内での組立が不要でスピーデ
ィな設置が可能です。設置以前に溝内に作
業者が立ち入ることのない「土止め先行工
法」の考えに準じたものとなっています。

Ｑ４　溝の中で移動するのに邪魔にならない？
Ａ４　�重量は 18kg と軽量にできており、作業者

がひとりで運ぶことが可能です。スピード
ガードと共に移動することで常に安全エリ
アの中で作業することができます。

スピードガードの構造

新たな工学的対策の提案

土砂遮断性能の実験的検証

Ｑ＆Ａ

図１　実大実験による検証（安衛研）

表１　スピードガードの主な仕様

図２　遠心実験模型装置と模型地盤（安衛研）
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